
新幹線でがんばる町 隔⽉刊 Vol.4
平成25年7⽉≡⽊古内EXPRESS≡

平成24年7⽉から活動を開始した⽊古内町
の地域おこし協⼒隊『はやぶさ03』が、平成
27年度末の新幹線⽊古内駅開業に向けての
様々な取り組み状況などを、町内外の皆様に
お知らせします。

－９町の⾸⻑が⼀同に参集－
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5⽉29⽇に北海道新幹線⽊古内駅の安全祈
願・⽴柱式（いわゆる起⼯式）が⾏われました。
荒川副知事や渡島⻄部・檜⼭南部各町⻑などの
ご臨席の下、関係者が備え付けられた柱のナッ
トの締め付けを⾏い、⼯事の安全を祈りました。
⼯事は6⽉から本格化し、平成27年5⽉の完成を
目指します。

新幹線⼯事もいよいよ最終章。町⺠の夢や期
待も今まで以上に膨らんでいきます。↑ ⽴柱式で柱のナットを締める大森町⻑（Ｈ25.5.29）

エ ク ス プ レ スき こ な い

新幹線⽊古内駅、ついに着⼯！

－ 関係者が定観バス「道南史蹟めぐり」号に試乗－

新幹線⽊古内駅活用推進協議会の「⼆次交通部会」が
5⽉24⽇に開催され、江差町、上ノ国町、松前町、⽊古
内町、その他関係団体の約20名が参加しました。

今回は、当地域を周遊する唯⼀の交通機関である、函
館バスの定期観光バス「道南史蹟めぐり号」の試乗がメ
イン。⼀⾏は、早朝に函館駅を出発後、バスガイドや地
域ガイドの案内の下、江差町の中村家や松前町の藩屋敷、
松前城などを巡った後、意⾒交換を⾏い、「道南史蹟め
ぐり号」を核とした⼆次交通ルートの形成や、バスの魅
⼒向上策などについて活発な議論を⾏いました。
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新幹線⽊古内駅を核とした広域観光ルートの形成等を目
的とした「新幹線⽊古内駅活用推進協議会」の今年度初会
合が、5⽉23⽇に江差町で開催されました。

今回は、平成22年度の協議会設⽴以来初めて、各町の
⾸⻑やその他構成機関の幹部にもご出席いただき、事務局
から協議会のこれまでの取組について説明を⾏うとともに、
本年度の事業内容を協議しました。

席上においては、北海道宝島旅⾏社の鈴⽊社⻑のミニ講
演会も実施し、「他の地域に勝る観光資源・魅⼒を明確化
し、それぞれの町ならではの魅⼒を体感できるプログラ
ム・仕組み作りが必要」などといった貴重なご提⾔を頂戴
しました。

第１回新幹線⽊古内駅活用推進協議会開催

⼆次交通の本格検討開始！

↑「道南史蹟めぐり号」試乗体験の様⼦
（Ｈ25.5.24）

↑協議会での意⾒交換の様⼦（Ｈ25.5.23）



www.facebook.com/kikonai.hayabusa03
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私たちが記事を書いてます

創業７９年⽼舗菓⼦店の若き店主が挑む！新たな挑戦！

「はやぶさ03」の各町「⻑期研修」開始！
「観光コンシェルジュ」を目指した訓練を本格化するため、「はやぶさ03」

が各町に1週間程滞在して、地域の観光資源等を学ぶ「⻑期研修」がスタートし
ました。

初回の福島町研修では、するめ加⼯会社を取材し、⽇本⼀の⽣産量を誇るす
るめにかける⽣産者の思いなどを学ぶことができました。また、6⽉の江差町研
修では、江⼾〜昭和初期の歴史的街並みを再現した「いにしえ街道」に、江差
に住む⼈々の息吹を通わせるための取り組みを学ぶなど、江差の活性化にかけ

◆観光みやげ品を開発するきっかけは。
北海道新幹線開業が間近に迫り、町内の開業

機運を⾼めることと、地域の⾷材を使い、ここ
でしか買えないお菓⼦を作りたいと思い参加し
ました。
◆開発のコンセプトは。

地産地消にこだわり、⽊古内町で何が使える
かを考えた結果、⽶粉を使用したお菓⼦を考案
しました。「もちぱい」はパイのサクサク感と
⽶粉のもちもち感の相性が抜群！パイの⾷感に
こだわり、焼き⽴てはお店でしか販売していま
せん。⼀⽅、「Ｙａ！キーチョコ」は、福島町
の⿊⽶（くろまい）をブレンドしたもなかと、
⽊古内町の⽶粉を使用した「⽶どん」とのコラ
ボ商品です。もなかと焼き上げたチョコの⾹ば
しさが絶妙です。

観光みやげ品開発事業
参加事業者
菓⼦処 末廣庵

⽵⽥ 光伸 さん

＜観光みやげ品開発事業＞
新幹線開業に向けて、⽊

古内町の地域資源等を⽣か
した新たな観光みやげ品開
発を促進することを目的に
⽊古内町が開発事業者に⼀
定の補助を⾏う事業。

平成23〜24年度の2年
間で11業者による20商品
が続々と誕⽣しており、⽊
古内の魅⼒向上につながっ
ています。

－ 特集新幹線でがんばる⼈たち－

エ ク ス プ レ スき こ な い

↑⽊古内産⽶粉を使用した
「もちぱい」（1個130円）

↑⽊古内産「⽶どん」を使用した
「Ya!キーチョコ」（1個150円）

津⼭ 睦浅⾒ 尚資

⽊古内町 地域おこし協⼒隊
新幹線地域活性特命チーム

《 はやぶさ０３ 》

フェイスブックで情報発信中

道南⻄部９町の魅⼒や、
私たち“はやぶさ０３”の
活動をお知らせするため
にfacebookページを開設
しています。facebookに
未登録でも閲覧できます。

⽊古内町 新幹線地域活性特命チーム はやぶさ０３

↑福島町研修 大久吉⽥商店
スルメ取材の様⼦(H25.5.16)

－ 観光コンシェルジュを目指した訓練を本格化 －

◆⽵⽥さんにとって
お菓⼦とは。
自分の分⾝だと思って

います。自分が⽣み出し
たお菓⼦をおいしいと
⾔ってもらえることは本
当に嬉しい限りです。最
⾼の仕事だと思っていま
す。
◆最後に⼀⾔

北海道新幹線開業を機
に、⽊古内町の思い出の
⼀つとなる商品を作り続
けたいと思っています。

↑江差町研修 歴まち商店街取材
よしだ酒店の様⼦(H25.6.12)

る⽅々の熱い思い
を目の当たりにし
ました。

研修にあたり、
各町の皆様には大
変お世話になりま
した。厚くお礼申
し上げます。


